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南房総市の「ふるさと納税」



2 2019年 6月号

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、「
ふ
る
さ
と
を
応

援
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
、
地
方
公
共
団
体

へ
の
寄
附
金
と
い
う
形
で
表
す
制
度
で
す
。

　

寄
附
を
行
う
と
、
個
人
住
民
税
の
控
除
が

受
け
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
寄
附

先
は
出
身
地
に
限
ら
ず
、
全
国
か
ら
自
由
に

選
ぶ
こ
と
が
で
き
、「
故
郷
へ
の
恩
返
し
」と
い

う
面
に
加
え
、「
好
き
な
地
域
を
応
援
す
る
」と

い
う
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
申
し
込
ん
で
い
た
だ
く

際
、
４
つ
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
寄
附
金
の
活

用
先
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業
メ

ニ
ュ
ー
ご
と
の
寄
附
件
数
、
寄
附
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
育
む
事
業

　

５
９
９
８
件

　

１
億
１
７
７
９
万
５
千
円

②
自
然
環
境
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
事
業

　

２
５
４
７
件　

５
４
６
３
万
５
千
円

③
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

６
２
０
件　

１
１
４
９
万
円

④
市
長
に
お
ま
か
せ

　

８
０
６
０
件

　

１
億
７
７
４
９
万
３
千
円

合
計　

　

１
万
７
２
２
５
件　

　

３
億
６
２
６
０
万
４
千
円

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
挑
戦

　

市
が
抱
え
る
課
題

を
明
示
し
て
、
寄
附
を

募
り
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
あ

わ
び
の
栽
培
漁
業
を
通

じ
て
南
房
総
市
が
海
に

囲
ま
れ
た
水
産
の
ま
ち

で
あ
る
こ
と
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

寄
附
金
は
、
市
が
実
施
す
る
い
ろ
い
ろ
な
事

業
の
予
算
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
平
成
30
年

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
い
た
だ
い

た
寄
附
金
を
活
用
し
、
令
和
元
年
度
に
取
り

組
む
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

  
共
感
で
き
る
使
い
み
ち
が
あ
る

南
房
総
市
の「
ふ
る
さ
と
納
税
」

特集平
成
30
年
度「
ふ
る
さ
と
納
税
」

過
去
最
高

３
億
６
２
６
０
万
４
千
円

寄
附
金
の
使
い
み
ち

寄附申込時に選んで
いただいた項目 金額 事業 予算額 ふるさと納税

の活用額

子どもたちの笑顔を
育む事業　 60,405

子ども医療費助成事業 85,465 45,000
読書活動推進事業費 755 605
発育発達支援事業 693 500
拠点施設管理運営事業 11,686 4,500
放課後児童健全育成事業 44,857 9,800

小計 143,456 60,405

自然環境を活かした
地域づくり事業 29,100

里山づくり拠点整備事業 3,137 3,000
森林環境保全直接支払事業 4,567 500
公園・遊歩道管理事業 20,440 11,300
環境衛生一般事業のうち河川水質検査業務委託料 2,999 2,500
雑排水処理施設維持管理事業 18,547 9,000
不法投棄防止対策事業 4,938 1,500
環境都市づくり推進事業 1,421 1,300

小計 56,049 29,100

市民が主役の
まちづくり事業 6,560

道路維持事業のうち植栽管理委託料 694 500
環境衛生一般事業のうち環境美化活動推進事業交付金 3,218 2,000
災害対策費のうち自主防災組織補助金 6,000 2,960
観光総務費のうち工事材料費地元支給分 261 200
総務一般管理費のうち協働のまちづくり活動保険料 1,269 700
地域づくり支援事業 5,850 200

小計 17,292 6,560

市長におまかせ 93,400

農地・農業用施設維持管理事業 13,382 13,000
観光ＰＲ事業 22,085 17,000
観光トイレ管理事業 38,096 22,000
道の駅総務費 130,657 10,000
海水浴場安全対策事業 57,907 30,505
栽培漁業推進事業のうちあわび稚貝放流事業補助金 11,030 895

小計 273,157 93,400
合　計 189,465 　 　 189,465

（単位：千円）
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公
園
・
遊
歩
道
管
理
事
業

　

観
光
振
興
お
よ
び
来
訪
者
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、
自
然
を
活
用
し
た
、
ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
た
り
快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
づ
く
り
や

健
康
増
進
を
目
的
に
、
29
箇
所
の
観
光
公
園

と
23
箇
所
の
遊
歩
道
の
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

不
法
投
棄
防
止
対
策
事
業

　

不
法
投
棄
監
視
員
に
よ
る
監
視
区
域
内
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
不
法
投
棄
の
通
報
の
ほ
か
、

不
法
投
棄
頻
発
箇
所
に
は
防
止
の
た
め
不
法

投
棄
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
生
活
環
境
の

保
全
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
市
を

目
指
し
ま
す
。

里
山
づ
く
り
拠
点
整
備
事
業

　

里
山
づ
く
り
の
維
持
管
理
を
地
元
の
団
体

に
委
託
し
、
年
間
を
通
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
美
化
や
管
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

丸
山
地
区
の
安
馬
谷
里
山
で
は
、
四
季

折
々
の
花
が
咲
き
、
千
倉
地
区
の
お
ん
だ
ら

山
で
は
、
そ
こ
で
作
っ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
柿

な
ど
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ど

ち
ら
も
美
し
い
里
山
の
景
色
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

森
林
環
境
保
全
直
接
支
払
事
業

　

森
林
は
木
材
な
ど
の
林
産
物
を
生
産
す
る

だ
け
で
な
く
、
県
土
の
保
全
、
水
資
源
の
涵

養
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

造
林
・
間
伐
・
下
刈
り
を
行
い
、
森
林
の

環
境
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

拠
点
施
設
管
理
運
営
事
業

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の
ぼ
の
」の
運

営
費
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。
妊
娠
期
か
ら
幼

稚
園
入
園
前
ま
で
の
親
子
が
利
用
で
き
る
施

設
で
す
。
芋
掘
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の

季
節
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
同
じ
年
齢
の
教
室
な

ど
、
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
や
里
帰
り
の
親

子
も
た
く
さ
ん
遊
び
に
来
て
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

共
働
き
世
帯
の
小
学
生
が
、
放
課
後
や
夏

休
み
に
過
ご
す
、
遊
び
と
生
活
の
場
を
提
供

す
る
た
め
、
市
内
５
か
所
に
学
童
保
育
所
を

設
置
し
、
外
３
か
所
の
民
間
学
童
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

０
歳
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
が
、
医
療
機
関
に
通
院
、
ま
た
は
入
院
し

た
場
合
、
健
康
保
険
の
適
用
と
な
る
医
療
費

の
自
己
負
担
額
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

読
書
活
動
推
進
事
業

　

市
内
全
７
地
区（
富
浦
、
富
山
、
三
芳
、
白

浜
、
千
倉
、
丸
山
、
和
田
）の
コ
ミ
セ
ン
な
ど

で
、
毎
月
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
開

催
し
て
い
る「
お
は
な
し
会
」へ
の
協
力
や
活

動
を
促
進
し
ま
す
。

発
育
発
達
支
援
事
業

　

小
集
団
遊
び「
き
ら
り
ん
く
ら
ぶ
」や
、
臨

床
心
理
士
が
相
談
に
の
る「
幼
児
相
談
」、
言

葉
の
発
達
に
関
す
る「
こ
と
ば
の
相
談
」、
理

学
療
法
士
に
よ
る「
個
別
リ
ハ
」な
ど
、
発
育

発
達
に
心
配
の

あ
る
お
子
さ
ん

を
対
象
に
、
専

門
家
の
助
言
を

受
け
ら
れ
る
事

業
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
実
施
す
る
事
業
の
一
部
を
ご
紹
介

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
育
む
事
業

新聞紙あそび

　「ほのぼの」の情報は毎月
第４木曜日発行の広報お知
らせ版で掲載しています

自
然
環
境
を
活
か
し
た

　
　

地
域
づ
く
り
事
業

大日山遊歩道

具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
？

不法投棄は許しません



4 2019年 6月号

自
主
防
災
組
織
補
助
金　

　

自
主
防
災
組
織
に
補
助
金
を
交
付
し
、
地

域
の
防
災
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

備
蓄
倉
庫
の
設
置
や
災
害
用
備
蓄
品
の
購

入
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
防
災
対

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

観
光
Ｐ
Ｒ
事
業　

　

通
年
型
、
滞
在
型
、
体
験
型
観
光
を
推
進

す
る
た
め
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

を
活
用
し
、
南
房
総
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、

観
光
客
の
誘
致
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
ト
イ
レ
管
理
事
業　

　

観
光
振
興
お
よ
び
来
訪
者
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、
海
岸
線
を
中
心
に
、
市
内
約
60
箇

所
の
観
光
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
清
潔
で
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
の

確
保
は
も
と
よ
り
、
太
陽
光
発
電
や
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
管

理
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

植
栽
管
理
委
託
料　

　

市
道
な
ど
の
植
栽
管
理
を
地
域
の
市
民
活

動
団
体
に
委
託
し
、
年
間
を
通
し
て
道
路
美

化
や
維
持
管
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

三
芳
地
区
の「
大
山
睦
会
」で
は
、
市
道
沿

い
の
花
壇
の「
ガ
ザ
ニ
ア
」や「
ム
ク
ゲ
」の
草
取

り
や
肥
料
入
れ
、
ま
た
雑
草
の
草
刈
り
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

千
倉
地
区
で
は
、「
つ
つ
じ
の
会
」が
全
長
約

１・
６
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
草
刈

り
、
つ
つ
じ
植
栽
帯
の
草
取
り
や
肥
料
入
れ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

環
境
美
化
活
動
推
進
事
業
交
付
金

　

南
房
総
市
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
健
康

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、　

行
政
区

な
ど
が
行
う
地

域
の
環
境
美
化

活
動
に
助
成
を

し
、
南
房
総
市

の
環
境
保
全
と

生
活
環
境
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま

す
。

市
長
に
お
ま
か
せ

「自助・公助」の取り組みを促進し、
地域防災力の向上を図ります

みなたん駅頭キャンペーン根本海岸観光トイレ

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

地域の皆さんが一緒に作業をしています

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ 

ふ
る
さ
と
育
英
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度　

　

ふ
る
さ
と
育
英
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
と

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
、
寄
附
者

と
地
域
が
長
期
継
続
的
に
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。 

　

南
房
総
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
マ
ン
ス

リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
仕
組
み（
想
い
入
れ
の

強
い
自
治
体
に
対
し
て
、
毎
月
自
動
的
に

希
望
の
額
の
寄
附
を
行
え
る
サ
ー
ビ
ス
）

を
活
用
し
て
、「
子
育
て
支
援
」を
目
的
に
、

ふ
る
さ
と
育
英
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
始
め

て
い
ま
す
。
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
月

１
回
自
動
的
に
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
）が

行
わ
れ
ま
す
。 

マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
特
徴 

　

通
常
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
年
末
に
集
中

し
、
寄
附
受
入
れ
額
も
年
度
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
翌
年
の
財
源

を
読
み
切
れ
な
い
た
め
、
長
期
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
財
源
を
充
て
る
こ
と
が
難
し

い
状
況
で
す
。 

　

ふ
る
さ
と
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
寄
附
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
長
期

間
・
安
定
し
た
財
源
予
測
が
で
き
る
た

め
、
今
ま
で
よ
り
も
よ
り
一
層
、
効
果
的

に
寄
附
金
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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■
応
募
要
件　

① 

本
社（
本
店
）、
支
社（
支
店
）お
よ
び
事
業

所
、
工
場
が
市
内
に
あ
る
企
業
・
団
体
ま

た
は
個
人
業
者
で
あ
る
こ
と
。

　

 

南
房
総
市
の
魅
力
を「
体
感
で
き
る
」「
懐
か

し
ん
で
い
た
だ
け
る
」も
の
で
あ
り
、
地
域

産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
要
素
を
も
つ
商

品
な
ど
で
あ
る
こ
と
。

② 
南
房
総
市
で
生
産
、
製
造
、
加
工
さ
れ
て

い
る
も
の
、
市
内
の
原
材
料
を
使
用
し
て

い
る
も
の
、
市
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も

の
。

③ 

品
質
お
よ
び
数
量
の
面
に
お
い
て
、
安
定

供
給
が
見
込
め
る
こ
と
。

　

 （
た
だ
し
、
期
間
限
定
・
数
量
限
定
で
供
給

可
能
な
も
の
は
取
扱
と
す
る
。）

④
商
品
情
報
の
開
示
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

■
選
考
方
法

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
取
扱
事
業
者
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
企

画
財
政
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
商
品
の

審
査
を
経
て
返
礼
品
に
認
定
し
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
取
扱
事
業
者
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
」が
必
要
な
人
は
、
企
画
財
政

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

　

企
画
財
政
課

　
　
　

☎
33
―
１
０
０
１

（例） 市外者が返礼品を希望した場合
　ふるさと納税者（寄附者）から南房総市がふる
さと納税（寄附金）と返礼品の選択を受けると、
委託業者（市から委託）から生産事業者へ発送
先情報の連絡をして、寄附者へ選択された３割
相当（消費税込）の返礼品を送ります。返礼品の
ほかに送料を加えた精算は、発送完了後に行い
ます。代金は委託業者から生産事業者に支払
われます。

南
房
総
市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
と
な

る
地
方
団
体
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
収
入
の
増
加
を
図

る
と
同
時
に
、
市
内
産
業
を
振
興
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
南
房
総
市
へ
ふ
る
さ
と
納
税
を

さ
れ
た
人
の
う
ち
、
市
外
に
住
ん
で
い
る
人

を
対
象
に
市
内
の
生
産
事
業
者
が
提
供
す
る

特
産
品
を
返
礼
品
と

し
て
贈
呈
し
て
い
ま

す
。

　

市
外
に
い
る
親
戚

や
、
南
房
総
市
を「
第

２
の
ふ
る
さ
と
」と
感

じ
て
く
れ
て
い
る
全

国
の
人
々
が
対
象
で

す
。

■
協
賛
事
業
者
に
な
る
メ
リ
ッ
ト

　

ふ
る
さ
と
納
税
専
門
サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」「
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
」な
ど
に
、

返
礼
品
の
画
像
や
紹
介
文
、
協
賛
事
業
者
の

名
称
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

協
賛
事
業
者
は
、
返
礼
品
を
発
送
す
る
際

に
、
事
業
案
内
や
製
品
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
こ
と
で
、
販
売
促

進
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
を
募
集
し
ま
す

ふるさと納税のしくみ

ふるさと納税者
（寄附者）

南房総市
（委託業者） 生産事業者

①②
③⑥ ④

⑤

①寄附 ②返礼品選択 ③送付先情報

④返礼品発送 ⑤報告・請求 ⑥代金支払い

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
応
援

 

ふ
る
さ
と
育
英
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
で
い
た

だ
い
た
寄
附
金
で
、
児
童
が
塾
や
ス
ポ
ー

ツ
教
室
な
ど
で
利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券

を
交
付
し
、
個
性
や
才
能
を
伸
ば
す
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
負
担
軽
減
を
目
指
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
奨
学
金
を
検
討
し
て

い
る
人
が
平
等
に
教
育
を
受
け
る
機
会
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
奨
学

金
に
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
も
、
将
来

南
房
総
に
戻
っ
て
活
躍
が
で
き
る
よ
う
、

２
つ
の
方
向
で
奨
学
金
制
度
の
拡
充
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 
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賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

医
療
分
の
賦
課
限
度
額
が
58
万
円
か
ら

61
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

軽
減
措
置
の
拡
充

　

軽
減
措
置
と
は
、
前
年
中
の
所
得
に
応

じ
て
保
険
税
の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
を

一
定
割
合
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
軽
減
基
準
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　●国民健康保険税納税通知書
　●後期高齢者医療保険料額決定通知書
　　　　　　　　　　　  保険年金課　☎３３－１０６０

国民健康保険税、後期高齢者医療保険料が、LINE Pay請求書支払い（LINE
アプリ内のLINE Payサービスを利用して、納付書のバーコードを読み取り、
納付する方法）での納付が可能になります。また、二重納付防止のため、
国民健康保険税の全納の納付書がなくなります。

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
子
ど
も
の

均
等
割
額
の
一
部
を
減
免
す
る
制
度
を
新
設

し
ま
し
た
。

減
免
の
実
施
時
期

　

令
和
元
年
度
賦
課
分
か
ら
実
施
し
ま
す
。

減
免
の
対
象

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
18
歳

未
満
の
子
ど
も（
令
和
元
年
度
に
つ
い
て
は
、

平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

※
無
申
告
世
帯
を
除
き
ま
す
。

減
免
の
内
容

・ 

均
等
割
保
険
税
額
の
２
分
の
１
を
減
免

し
ま
す
。

・ 

軽
減
措
置
対
象
世
帯
は
、
軽
減（
７
割
・

５
割
・
２
割
）後
の
均
等
割
額
の
２
分
の

１
を
減
免
し
ま
す
。

・ 

子
ど
も
均
等
割
減
免
後
の
税
額
が
賦
課

限
度
額
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
賦
課

限
度
額
が
税
額
と
な
り
ま
す
。

・
減
免
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

普
通
徴
収
の
納
期
は
年
８
回（
７
月
か
ら

翌
年
２
月
ま
で
の
各
月
）で
す
。

　

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）で
納
め

る
人
に
は
７
月
下
旬
に「
税
額
決
定
通
知
書

兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」を
送
付
し
ま

す
。
特
別
徴
収
の
納
期
は
年
６
回（
年
金
支

給
月
）で
す
。

　

な
お
、
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
く
て
も
家
族
が
加
入
し
て
い
る
場
合
、
世

帯
主
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

普
通
徴
収

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
原
則
口
座
振
替
と

な
り
ま
し
た
が
、
口
座
振
替
が
困
難
な
場

合
は
、
必
ず
納
期
限
内
に
納
付
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
も
し
く
は「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ

請
求
書
支
払
い
」な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

特
別
徴
収

　

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で

「
加
入
者
全
員
が
65
歳
か
ら
74
歳
」な
ど
の

一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
は
特
別
徴
収
と
な

り
ま
す
。

※ 

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
平
成
21

年
３
月
31
日
以
降
に
倒
産
、
解
雇
な
ど
で

離
職
し
た
65
歳
未
満（
離
職
時
の
年
齢
）の
人

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
・
納
期

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
方

離
職
し
た
人
の
軽
減
制
度

子
育
て
世
帯
減
免
制
度
の
新
設

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る

地
方
税
法
の
改
正

軽減措置の拡充

軽減区分 改正 軽減基準（世帯主及び国民健康保険加入者
の合計所得）

７割軽減 改正なし ３３万円以下

５割軽減
改正前 ３３万円＋（２７万５千円×加入者数）以下

改正後 ３３万円＋（２８万円×加入者数）以下

２割軽減
改正前 ３３万円＋（５０万円×加入者数）以下

改正後 ３３万円＋（５１万円×加入者数）以下

７月中旬に
送付します
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詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す
る「
均

等
割
額
」と
、
被
保
険
者
の
前
年（
平
成
30

年
中
）所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割

額
」の
合
計
額
を
も
と
に
、
平
成
31
年
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
12
か
月
分（
加
入
月

数
に
応
じ
て
月
割
さ
れ
ま
す
）が
賦
課
さ
れ

ま
す
。

均
等
割
額　

４
万
１
千
円

所
得
割
額　

基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額

に
所
得
割
率
の
７
・
89
％
を
か
け
た
額

賦
課
限
度
額（
１
人
あ
た
り
の
保
険
料
の
最

高
額
）　

62
万
円

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
、
均
等
割

額
の
８
・
５
割
、
８
割
、
５
割
、
２
割
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
の
被
用
者
保
険（
国
民
健
康
保
険
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
組
合
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
加
入

後
２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
、
均
等
割
額

が
５
割
軽
減
と
な
り
、
所
得
割
額
の
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
が

低
い
人
は
、
均
等
割
額
の
軽
減（
８
・
５
割
軽

減
、
８
割
軽
減
）が
受
け
ら
れ
ま
す
。

種類 離職理由
雇用保険の受給資格
者証の該当する理由
コード

雇用保険の特
定受給資格者

倒産、解雇などの
事業主都合による
もの

１１・１２・２１
２２・３１・３２

雇用保険の特
定理由離職者

雇用期間満了など
によるもの ２３・３３・３４

軽減該当

　　

75
歳
以
上
の
人
と
、
一
定
の
障
害
が
あ
り

認
定
を
受
け
た
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人

の「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」を
７
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

普
通
徴
収（
納
入
通
知
書
）

　

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
８
期
に
分
け

て
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
も
し
く
は「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書

支
払
い
」な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

と
な
っ
た
人
は
、
加
入
か
ら
当
分
の
間
、
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）を
開
始
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
普
通
徴
収
と
な
り

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替
を
し
て

い
た
人
が
、
引
き
続
き
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
で
も
口
座
振
替
に
す
る
に
は
、
新
た
に

口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

特
別
徴
収

　

７
月
下
旬
に「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

と「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」を
送
付
し
ま

す
。
特
別
徴
収
の
納
期
は
年
６
回（
年
金
支

給
月
）で
す
。　

※ 

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
、
雇
用
保
険
の
手
続
き
に
よ
り
認
定
さ

れ
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

軽
減
の
概
要

　

平
成
22
年
度
以
降
の
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
、
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か

ら
離
職
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま

で
の
間
、
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の

30
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
証（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
事
前
に
受
給
資
格
者
証
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
め
方

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
内
容

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
送
付

期　別 納 期 限 期　別 納 期 限

１　期 ７月31日（水） ５　期 12月２日（月）

２　期 ９月２日（月） ６　期 12月25日（水）

３　期 ９月30日（月） ７　期 １月31日（金）

４　期 10月31日（木） ８　期 ３月２日（月）

令和元年度
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料納期限

※納期限までに納付されないと、延滞金を納めていただく場合があります。
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情
報
公
開
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

情
報
公
開
制
度

　

市
民
参
加
型
の
市
政
を
進
め
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　

市
民
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
市
が
保

有
す
る
文
書
を
原
則
公
開
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　

市
民
の
権
利
と
利
益
を
保
護
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

　

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報（
本
人
の
情
報

に
限
る
）に
つ
い
て
、
見
た
り
、
誤
り
を
訂

正
し
た
り
す
る
権
利
を
保
障
し
ま
す
。

行
政
資
料
公
開
コ
ー
ナ
ー

　

市
役
所
本
館
１
階
に
、
行
政
資
料
公
開

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
市
の
計

画
、
刊
行
物
、
資
料
、
県
報
、
町
史
、
辞

典
な
ど
各
種
資
料
が
自
由
に
閲
覧
で
き
ま

す
。

　

総
務
課　

☎
33
―
１
０
２
１

行政資料公開コーナー

実施機関 請求
件数

処理状況
審査請求

全部開示 部分開示 非開示 不存在 却下など
市　　長 ４８ ４１ ６ ０ １ ０ ０

教育委員会 　１ 　０ ０ ０ １ ０ ０

合　　計 ４９ ４１ ６ ０ ２ ０ ０

実施機関 請求
件数

処理状況
審査請求

全部開示 部分開示 非開示 不存在 却下など
市　　長 ５ ４ １ ０ ０ ０ ０

教育委員会 １ １ ０ ０ ０ ０ ０

合　　計 ６ ５ １ ０ ０ ０ ０

情報公開制度の運用状況（平成30年度） （件）

（件）個人情報保護制度の運用状況（平成30年度）

パブリックコメント制度 「広く意見を募集します！」
　パブリックコメント制度とは、市政などの方針を決定する前に案件を市民に公表し、一定の期間、意見や
要望を募集する制度です。募集期間中に、ホームページなどで公表しますので、意見をお寄せください。令
和元年度にパブリックコメントとして意見を募集する予定の案件は、次のとおりです。

　令和２年度から令和６年度までの教育・保育お
よび地域子ども・子育て支援事業の提供体制の
確保などに関する計画。
募集期間／令和２年１月から２月まで
　子ども教育課　☎４６－２９６６

　社会福祉法に基づく行政計画で、令和２年度から令和７年度までを計画期間とする地域福祉の推進を
目的として策定する計画。社会福祉協議会が中心となって策定する地域福祉活動計画と一体型で策定。
募集期間／11月中旬から12月中旬まで
　社会福祉課　☎３６－１１５１

　令和２年度から令和11年度までの市の環境の
保全と創造についての基本理念や、市、事業者、
市民および滞在者の責務、環境保全などを定め
た計画。
募集期間／令和２年１月から２月まで
　環境保全課　☎３３－１０５３

第２期南房総市子ども・子育て支援事業
計画（案）

南房総市地域福祉計画・地域福祉活動計画（素案）

南房総市第２次環境基本計画（素案）
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児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代

の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
育
ち
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

南
房
総
市
に
住
所
を
有
し
、
中
学
校
修

了
前（
15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
）ま

で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

・ 

３
歳
未
満　
　

　
　

一
律　
　
　
　
　

１
万
５
千
円

・ 

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　
　

第
１
子
・
２
子　

１
万
円

　
　

第
３
子
以
降　
　

１
万
５
千
円

・ 

中
学
生　
　
　

　
　

一
律　
　
　
　
　

１
万
円

　

※ 

所
得
制
限
を
設
け
、
受
給
者
の
所
得

が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
特
例

給
付
と
し
て
月
額
一
律
５
千
円
を
支

給
し
ま
す
。

扶養親族等の数 所得制限限度額 収入額の目安

０人 622.0 万円 833.3 万円

１人 660.0 万円 875.6 万円

２人 698.0 万円 917.8 万円

３人 736.0 万円 960.0 万円

４人 774.0 万円 1002.1 万円

５人 812.0 万円 1042.1 万円

認
定
請
求

　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
場
合
や
、
他
の

市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合
に
は
、
市

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
６
月
、
10
月
、
２

月
の
10
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
を

支
給
し
ま
す
。（
10
日
が
土
・
日
・
祝
日
の

場
合
は
直
前
の
平
日
と
な
り
ま
す
。）

の
窓
口（
公
務
員
の
場
合
は
勤
務
先
）に

「
認
定
請
求
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

市
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て

申
請
し
た
月
の
翌
月
分
の
手
当
か
ら
支
給

し
ま
す
。

認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

・ 

請
求
者
の
健
康
保
険
証

・ 

請
求
者
名
義
の
通
帳

・ 

認
め
印

・  

請
求
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド
と
身
元
確
認
書
類（
運
転
免

許
証
な
ど
）

※ 

そ
の
他
、
状
況
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て

提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま

す
。

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状

況
を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当

を
引
き
続
き
受
け
る
要
件（
児
童
の
監
護
、

生
計
同
一
関
係
な
ど
）を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
課

　

 　

☎
36
―
１
１
５
３

趣
旨

支
給
対
象

支
給
手
続
き

支
給
時
期

現
況
届
の
提
出
は
６
月
中
に
！

支
給
額

【所得制限限度額】
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第
３
支
団（
三
芳
）が
最
優
秀
賞

最
後
の
市
消
防
操
法
大
会

　

４
月
27
日（
土
）、
第
14
回
南
房
総
市
消

防
操
法
大
会
が
嶺
南
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
、
第
３
支
団（
三
芳
）が
初
め
て
の

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

　

14
回
目
を
迎
え
た
市
の
操
法
大
会
で
す

が
、
来
年
度
か
ら
消
防
団
の
新
し
い
組
織
づ

く
り
を
行
う
こ
と
か
ら
、
ひ
と
つ
の
節
目
と

し
て
、
最
後
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。　

 

　

第
３
支
団
は
６
月
23
日（
日
）に
鴨
川
市
で

開
催
さ
れ
る
、
安
房
郡
市
消
防
操
法
大
会

に
市
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。 

【総合順位】
最優秀賞　第３支団（三芳）161.0点 
優 秀 賞　第４支団（白浜）  153.5点 
優 良 賞　第５支団（千倉）  148.0点 
【個人優秀賞】
指揮者　石井　健二（第６支団）
１番員　福原　寿憲（第３支団）
２番員　吉岡　志隆（第３支団）
３番員　軽込　祐輔（第３支団）
３番員　安田　直希（第５支団）
４番員　大河内久晴（第６支団）

最優秀賞に輝いた第３支団の操法

今月の表紙

　４月22日(月)、外房の春の風物詩「ひじき狩り」が、
白浜中学校の全校生徒(参加61人)によって行われま
した。毎年、南房総学の一環として行われ、地元の特
産物を知り、流通を学ぶいい機会となっています。
　今年度の収穫は、ひじきが短いため、例年より少
なめの940㎏。刈り取られたひじきは地元漁協に買い
取ってもらうほか、市内の給食メニューとして利用さ
れます。
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平
成
31
年
度
南
房
総
市
青
少
年
相
談
員

連
絡
協
議
会
総
会
が
、
４
月
21
日（
日
）丸
山

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

相
談
員
の
改
選
に
伴
い
、
３
期
９
年
間
に

わ
た
っ
て
活
動
し
た
鈴
木
紀
明
さ
ん（
富
浦

地
区
）と
押
本
正
樹
さ
ん（
白
浜
地
区
）へ
千

葉
県
知
事
感
謝
状
が
、
２
期
６
年
間
活
動

し
た
７
人
の
相
談
員
へ
県
環
境
生
活
部
長
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
新
た
に
第
20
期
相
談
員
と
し
て

80
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
漆

う
る
し

真ま
っ
か下
敦あ

つ
ひ
ろ寛
新
会
長(

和
田
地
区)

の
も
と
３
年

間
に
わ
た
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
む
け

た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　

東
安
房
漁
業
協
同
組
合
の
大
型
定
置
網

漁
業
用
本
船「
第
十
八
瀬
戸
丸
」と
多
目
的

作
業
船「
三
嶋
丸
」、
自
動
製
氷
施
設
が
完

成
し
、
４
月
25
日（
木
）に
千
倉
漁
港
で
竣
工

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

安
定
し
た
漁
獲
と
操
業
体
制
を
改
革
す

る
た
め
、
大
型
定
置
網
漁
業
の
強
化
を
図
り

ま
し
た
。 

　

ま
た
、
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
の
鮮
度
保
持
の

た
め
必
要
と
な
る
氷
を
、
24
時
間
体
制
で
供

給
で
き
る
自
動
製
氷
施
設
が
完
成
し
た
こ
と

に
よ
り
、
夜
間
や
早
朝
の
出
漁
に
お
い
て
も

充
分
な
氷
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

南
房
総
市
青
少
年
相
談
員

連
絡
協
議
会
総
会
を
開
催

東
安
房
漁
協
の
定
置
網
漁
船･

自
動
製
氷
施
設
が
完
成

　４月６日（土）に米国、ファーンデイル市で開催された「架け
橋」に南房総国際交流協会の会員が参加しました。このイベ
ントは、ファーンデイル市と南房総を結ぶ架け橋と言う意味
で、市民の方々に南房総や日本の文化を紹介してきました。
　滞在中は、ファーンデイル市の姉妹都市委員会の会員宅に
ホームステイしながら、草の根の交流を実践しました。

　国際交流に関心のある人や外国の言葉や文化に
興味のある人、外国人と交流したい人、市民と交
流したい在住外国人の人、国際交流活動に参加し
てみたい人、自分の視野を広げたい人など、国際
交流や異文化体験などを通して、世界への目をひ
ろげてみませんか。
会員になると　　
・ 協会が実施する語学教室や、交流イベントなど
の開催案内が送付され、国際交流の機会や情報
が、優先的に、もれなく得られます。

姉妹都市の米国ファーンデイル市へ訪問
南房総や日本の文化を紹介

南房総国際交流協会会員募集

ジョン・マチュラー市長（中央右）らと記念写真

第
20
期
役
員（
敬
称
略
）

会　

長　
　

漆
真
下
敦
寛（
和
田
地
区
）　

副
会
長　
　

角
田　
　

卓（
千
倉
地
区
）　

　

〃　
　
　

井
野　

秀
文（
富
山
地
区
）

会　

計　
　

和
泉
澤
一
司（
富
浦
地
区
）　

　

〃　
　
　

金
井　

大
輔（
丸
山
地
区
）

・ 協会の事業や活動内容を紹介する会報が送付さ
れます。
年会費／個人1,000円、団体5,000円、法人5,000円
　　　　ジュニア会員（中学生・高校生）無料
申込方法／市ホームページから入会申込用紙をダ
ウンロードして必要事項を記載の上、郵便または
ファクス、電子メールで申し込みください。申し込
み後の会費の入金をもって会員となります。

　 　南房総国際交流協会事務局（企画財政課内）
　　　 ☎３３－１００１

感謝状の贈呈

完成した大型定置網漁業用本船と自動製氷機

監　

事　
　

神
作　

義
徳（
三
芳
地
区
）

　

〃　
　
　

北
下　

隆
広（
白
浜
地
区
）　

女
性
代
表　

石
井
志
げ
与（
丸
山
地
区
）
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自
主
的
、
自
発
的
に
公
益
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
活
動
団
体
を
応
援
す
る「
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
に
提
案
し
た
団
体
の
公
開
審
査
会
を
、
４
月
20
日（
土
）、
と
み
う
ら
元

気
倶
楽
部
を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
と
行
政
の
相
互
の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
の
一
環
と

し
て
、
平
成
19
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
13
年
目
と
な
る
今
年
は
、
こ
れ
か
ら
市
民
活
動
に
取
り
組
み
始
め
る

団
体
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た「
は
じ
め
の
一
歩
コ
ー
ス
」（
上
限
５
万
円
）に
１
団

体
、
活
動
を
一
層
充
実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の「
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」（
上
限
30
万

円
）に
９
団
体
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
一
歩
コ
ー
ス
は
書
類
に
よ
る
審
査
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
は
書
類
審
査

と
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
団
体
も
写
真
や

ス
ラ
イ
ド
を
駆
使
し
て
、
提
案
内
容
を
説
明
し
、
採
択
に
向
け
た
熱
意
を
直
接
審

査
委
員
に
伝
え
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
10
団
体
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
く
岩
井
海
岸
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

障
が
い
者
を
房
州
う
ち
わ
職
人
に
養
成
す
る
伝
福
の
連
携
、
キ
ン
セ
ン
カ
の
６
次

産
業
化
に
よ
る
地
域
お
こ
し
、
安
房
拓
心
高
校
に
よ
る
花
酵
母
の
研
究
と
新
商
品

開
発
、
南
房
総
市
発
祥
の
童
謡「
浜
千
鳥
」の
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
、
新
規
事
業
に
は
、

房
州
弁
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
の
ラ
イ
ブ
活
動
、
明
治
期
に
安
房
地
域
か
ら
渡
米
し

た
ア
ワ
ビ
漁
師
の
交
流
史
研
究
、
里
山
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
に
よ
る
南
房
総

フ
ァ
ン
の
獲
得
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
な
ど
、
多
彩
な
市

民
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　

採
択
団
体
と
提
案
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
の
公
開
審
査
を
実
施

多
彩
な
市
民
活
動
が
始
ま
り
ま
す

多彩な活動の９団体を採択
市民提案型まちづくりチャレンジ事業
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　安房を彩る黄色い花～ナバナの消費拡大に向けて～
　安房地域の特産品ナバナの生産者数が減少しているため、産地の維持に向けて、ナバナの生産および消
費拡大に向けたＰＲ活動と研究を行います。（和田地区）

　スポーツコミッションおよび伝統継承のための
事業・海岸美化活動
　岩井海岸エリアの活性化を目指し、岩井海岸を
活用したイベントの企画運営および海岸美化活動
を定期的に行います。今年度は、地元祭礼への観
光客の参加を募る祭り体験「ひきな」も開催します。
（富山地区・２年目）

　障がい者のための房州うちわ職人養成事業
　障がい者を千葉県唯一の伝統的工芸品「房州う
ちわ」の職人に養成していきます。今年度は共同
工房の立ち上げ、大学などとのコラボによるデザ
イン考案および販路拡大に取り組みます。
（富浦地区・３年目）

　日本一の生産量を誇る南房総のキンセンカで地
域おこし事業
　キンセンカの活用による地域活性化を目指し、「食
と美容」をテーマに、キンセンカの効果効能を伝え
るための活動を行います。今年度はキンセンカの花
びらの成分分析を行い、その結果を活かした新しい
商品開発に取り組みます。（千倉地区・３年目）

　南房総の里山の恵みの収穫＆田舎のお楽しみ体験
　南房総の自然あふれる里山での自然体験を通し
て都市部などの親子と交流し、南房総市の豊かな
自然の魅力を伝え、交流人口の増加や移住定住の
きっかけづくりを行います。
（三芳地区・１年目）

　歌と笑いを届けるライブ活動による地域活性化
事業
　房州弁オリジナルソングのライブ活動とイン
ターネットラジオ配信を通じて、地域のみなさん
に元気になってもらえるよう歌と笑いを届けてい
きます。（富浦地区・１年目）

　アワビがむすぶ南房総・モントレー民間交流史研究
　明治期に安房地域から渡米したアワビ移民の歴
史を掘り起こし後世に伝えるため、昨秋に発見さ
れた貴重な古文書を読み解き、調査研究を深める
とともに、学習会やウォーキングなどとコラボし、
地域へ情報発信していきます。（千倉地区・１年目）

　南房総の地から広がる５ミクロンの可能性　
～天然酵母の利用～
　南房総市が全国有数の切り花の生産地であるこ
とを活かし、その切り花の花酵母を使ったパンの
商品化に取り組み、花の消費拡大や地域活性化に
つなげていきます。（和田地区・２年目）

　南房総をさとうきび産地に
　耕作放棄地を活用してサトウキビ生産を行い、
黒蜜・黒糖に加工し商品開発を行い、耕作放棄地
の解消や南房総市の新たな特産品開発に取り組み
ます。（千倉地区・１年目）

　２０１９年「浜千鳥」歌唱コンクール
　南房総市発祥の童謡「浜千鳥」を歌い継ぎ、和
田町にある歌碑や鹿島鳴秋の「浜千鳥」の文化を
広く地域の人にも知ってもらうため、コンクール
の開催と普及活動に取り組みます。
（千倉地区・２年目）

①安房拓心高校菜の花プロジェクト

① i. ＰＬＡＮＮＥＲ

③房州うちわ伝福連携の会

⑤カレンデュラプラザ

⑦南房総三芳・村のしろうと百姓塾

②え～こんころの会

④房総アワビ移民研究所

⑥安房拓心高校花酵母プロジェクト

⑧南総サトウキビ生産の会

⑨千葉県童謡・唱歌愛好会ＭＢＫ

はじめの一歩コース　１団体

チャレンジコース　９団体

※各団体が今年度の取組成果を発表する
「市民活動発表会」を、令和２年３月20
日（金・春分の日）・とみうら元気倶楽
部にて開催を予定しています。



14 2019年 6月号

子どものむし歯を防ごう
～日頃から取り組めること～

〇 水分補給は水やお茶

〇 むし歯予防への取り組み～仕上げみがきは小学校４年生まで～

【飲料水に含まれる糖分量】 ※スティックシュガー（１本３ｇ）

乳酸菌飲料　７.５ｇ（２.５本）

６５㎖
５００㎖

２００㎖５００㎖

スポーツ飲料　３０.０ｇ（１０本）

炭酸飲料　５７.０ｇ（１９本）

１００％ジュース　２１.０ｇ（７本）

　子どもは大人よりもむし歯になりやすく、進行が早いと言われています。気がついたらむし歯が悪化し
ているといったことも非常に多いです。「そのうち治療すればいい」「乳歯だからそのうち抜けるから治療は
大丈夫」などと考えていませんか！？乳歯のむし歯は、永久歯にうつり、歯並びにも影響します。
　南房総市では、３歳頃からむし歯のある人が増えます。平成30年度の３歳児健康診査の結果をみると
受診者数１８５人でむし歯のあった人数は４０人、むし歯の本数は１３１本、むし歯の保有者率は
２１.６％でした。むし歯の保有者率は、平成２９年度の千葉県のむし歯保有者率の平均１４.５％と比較
しても高いことが伺えます。県内では３番目に高く、日頃からむし歯予防に取り組んでいくことが必要で
す。また、３歳児健康診査の問診票項目『甘い飲み物（ジュースなど）をよく飲みますか』に対して『はい』と
回答したのは４３．２％と半数近い人が飲んでおり、甘いお菓子を食べていると回答した人も多くいまし
た。糖分はむし歯菌の栄養素になります。

　糖分は１００％ジュース・乳酸菌飲料・スポーツ飲料・炭酸飲料に多く含まれています。そのため、こ
れらの飲料を毎日飲まない、または飲む回数を少なくしましょう。また、近年、酸性の飲み物や食べ物
（炭酸飲料・果汁飲料・柑橘系のフルーツ）の取りすぎによる『酸

さんしょくし

齲歯』が増えています。これは酸が歯を
溶かすことで歯を失うリスクがあります。特に炭酸飲料・果汁飲料・スポーツ飲料は酸齲歯のリスクを増
加させるため、水分補給は水やお茶を心がけましょう。

　子どもにとって口の中を清潔にするために歯みがきを行うことは、大切な生活習慣の一つです。毎食後
には歯磨きを行いましょう。また、子どもは１人で口の中をきれいに磨くことは難しいため、保護者の仕
上げみがきが必要です。仕上げみがきは小学校４年生頃まで必要と言われており、毎食後に行うのが理
想的ですが、忙しい生活の中ではなかなか難しいと思います。そのため、一番ゆっくり時間の持てる夕食
後から就寝までの間に丁寧な仕上げみがきを心がけてください。寝ている間にむし歯がすすむため、睡眠
前に歯がきれいな状態に保たれていることはむし歯予防に有効です。



152019年 6月号　

　現在の環境問題は、地球温暖化のような地球全体の問題から身近なごみ問題まで、私たちの生活に深く関係
があります。地球温暖化防止のため省エネ対策やごみ減量化・資源化など、私たちにできることを見つけ、一
人ひとりの意識と行動で環境を守りましょう。

　ごみを減らす一番有効な方法は、ごみになりやすいも
のを家庭に持ち込まないこと。
　計画的に買い物をして、ごみを増やさないようにしま
しょう。

　いらなくなったものをごみとして捨ててしまう前に、
有効活用できないか考えましょう。
　自分ではいらなくなっても、誰かが必要としている場
合があります。

　どうしても残ってしまったものはリサイクルに回しま
しょう。資源とするためには分別が必要です。資源の有
効利用、地球温暖化の防止など、地球にやさしい効果
がたくさんあります。

　３Rのうち「リサイクル」はさまざまなリサイクルルートが確立されてきました。しかし、リサイクルできる
からといって大量消費を続けて大量のごみを出し続けていれば、資源の枯渇や二酸化炭素の排出を防ぐこと
はできません。ですから、３Rの優先順位は…

となります。これからは２Ｒに注目してもう一度３Ｒの実践にチャレンジしてみましょう！

６月は環境月間です。地球環境のためできることから始めよう

３Ｒ（スリーアール）を取り入れた
ライフスタイルを心がけましょう

 ●Reduce（リデュース＝ごみを減らす）

 ●Reuse（リユース＝くり返し使う）

 ●Recycle（リサイクル＝ごみを減らす）

３Ｒのなかでもとくに重要な２Ｒ

【今月の環境標語】

平成３０年度環境標語コンテスト　優秀賞
富浦中学校１年（当時）　本田　花奈さんの作品

Reduce
（リデュース） 

Reuse
（リユース） 

Recycle
（リサイクル）
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　自分がどんなに健康だとしても、風邪やインフルエンザを完全に避けることはできません。アメリカを含めて、
各国には快復させる工夫があります。アメリカ人の子供が風邪をひいたら、両親はチキンヌードルスープをあげる
ことが多いです。チキンヌードルスープは炎症を抑えることが証明されています。風邪と闘う飲み物なら、オレン
ジジュースとはちみつレモンティーです。
　インフルエンザにかかったり胃の調子が悪くて食欲がない場合は、淡泊な食べ物がいいと思います。多くのア
メリカ人はクラッカー、プレーントースト、バナナまたはアップルソースを選びます。私は体調が悪かった時に、
クラッカーしか食べなかったことが多いです。クラッカーが大好きです。胃の調子が悪い時に飲むものと言えば、
一番人気なのは気の抜けた７ＵＰ、スプライトまたはジンジャーエールです。科学的には必ずしもこのソーダが役
に立つと言えませんが、とても一般的な家庭療法です。でも、ショウガが吐き気を緩和するのは事実です。
　私は日本に住んでいるから、体調が悪い時にチキンヌードルスープを飲めませんが、たいてい薄いスープとク
ラッカーがあれば十分です。

　No matter how healthy you are, it's impossible to avoid the occasional cold or flu. Each country has 
its tricks to restore your health, including the U.S. If an American child catches a cold, their parents will 
most likely give them chicken noodle soup, which has been shown to reduce inflammation. Cold-fighting 
drinks include orange juice and honey and lemon tea.  
　If you have the flu or an upset stomach and don't have much of an appetite, it's good to eat bland 
foods. Most Americans will choose crackers, plain toast, bananas, or applesauce. There have been many 
times when I was sick that all I ate was crackers. I love them. When it comes to drinks on an upset 
stomach, the most popular is flat 7UP, Sprite, or ginger-ale. While science doesn't necessarily agree 
that these sodas provide any benefit, they are a very common home remedy. It is true however that 
ginger can help nausea.
　Living in Japan means that I can't have chicken noodle soup when I'm sick, but a thin soup and 
crackers usually do the trick.

南房総市国際交流員
文・訳　アビゲイル・クロッカー

アメリカ人は病気になった時に何を食べる・飲むの？

What Do Americans Eat/Drink When They Are Sick?　

22アビーのつまらないものですが…

　

消費生活相談窓口
　市消費生活相談　  ３３－４３００
　10：30～ 15：30
　＊ 来所による相談を週2回、受け付けています。
詳しくは、広報お知らせ版をご覧ください。

　 　 　商工課　  ３３－１０９２

　県消費者センター ０４７－４３４－０９９９
　 9：00～ 16：30
　＊ 日曜・祝祭日を除く。

　

架
空
請
求（
詐
欺
）の
手
口
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最

終
告
知
」な
ど
書
か
れ
た「
は
が
き
」を

使
っ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は「
封
書
」に
よ
る
も
の
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
「
訴
訟
の
開
始
が
ハ
ガ
キ
で
通
知
さ
れ

る
こ
と
は
無
い
」と
覚
え
て
お
く
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
は「
架
空
請
求
」を
見
破
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
し
か
し「
封
書
」な
ど
を

使
っ
た「
よ
り
本
物
ら
し
い
」外
観
を
装
う

よ
う
に
手
口
が
多
様
化
し
た
こ
と
に
よ

り
、
消
費
者
側
と
し
て
は
、
架
空
請
求
な

の
か
そ
う
で
な
い
の
か
、
判
断
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

は
が
き
で
も
封
書
で
も
、
架
空
請
求
に

お
い
て
指
定（
記
載
）さ
れ
た
連
絡
先
に
電

話
な
ど
を
か
け
て
し
ま
え
ば
、
い
ろ
い
ろ

な
理
由
を
つ
け
て
金
銭
の
支
払
い
を
要
求

さ
れ
る
こ
と
は
同
じ
で
す
。
一
見
、
裁
判

所
な
ど
が
発
行
し
た
書
類
の
よ
う
に
見
え

る
書
類
で
も
、「
身
に
覚
え
が
無
い
」「
中
身

封
書
で
届
く「
架
空
請
求
」に

                　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
と
き
は
、
す

ぐ
に
連
絡
を
返
す
こ
と
は
避
け
、
そ
の
信

用
性
を
確
か
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
少

し
で
も
怪
し
い
と
感
じ
る
場
合
に
は
、
信

頼
で
き
る
相
談
機
関
に
相
談
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
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戦
国
時
代
、
南
総
に
君
臨
し
た
里
見
氏
が
、
軍
馬
を
育
て
る
た
め
に

設
け
た
峯
岡
牧
は
、
そ
の
後
江
戸
幕
府
の
直
営
に
な
り
、
徳
川
八
代
将

軍
吉
宗
時
代
の
享
保
十
三
年（
一
七
二
八
）に
、
天
竺（
イ
ン
ド
）産
の
白

牛
三
頭
を
導
入
し
て
繁
殖
さ
せ
、
日
本
で
初
め
て
バ
タ
ー
を
作
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
は
日
本
酪
農
発
祥
の
地
と
呼
ば
れ
て
有
名
で
す
が
、
徳
川

幕
府
は
白
牛
の
繁
殖
だ
け
で
な
く
、
外
国
の
馬
も
輸
入
し
て
我
が
国
の

馬
の
改
良
を
積
極
的
に
行
っ
た
の
で
す
。

　

宝
暦
十
年（
一
七
六
〇
）頃
の
峯
岡
牧
に
は
、
日
本
馬
の
改
良
種
馬
と

し
て
、
南
京
筋（
筋
と
は
血
統
の
こ
と
）、
ジ
ャ
ガ
タ
ラ（
オ
ラ
ン
ダ
）筋
、

ペ
ル
シ
ャ
（
イ
ラ
ク
）筋
と
、
在
来
筋（
房
総
の
地
で
大
昔
か
ら
生
息
し
、

人
間
が
外
か
ら
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
な
い
馬
）の
四
種
計
の
牡
馬
十
頭

と
、
雌
馬
は
、
南
京
筋
九
頭
、
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
筋
六
頭
、
ペ
ル
シ
ャ
筋
六

頭
、
更
に
南
部
筋
六
頭
、
奥
州
筋
十
頭
、

中
奥
州
筋
三
十
三
頭
、
仙
台
筋
二
十
一

頭
、
在
来
筋
三
頭
の
計
九
十
四
頭
を
飼

育
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
種
馬
は
、
毎
年
二
十
頭
か

ら
三
十
頭
の
子
馬
を
生
み
、
日
本
馬
の

改
良
に
貢
献
し
た
と
言
い
ま
す
。

｢峯岡牧の
　日本馬改良 ｣
第 157 話
生
いくいな

稲謹
きん

爾
じ

行
政
連
絡
協
議
会
に
て
役
員
が
決
定

　

５
月
15
日（
水
）に
各
地
区
行
政
連
絡
員

の
代
表
者
を
集
め
、
第
１
回
行
政
連
絡
協

議
会
が
開
か
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
、
次

の
と
お
り
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、

行
政
区
へ
の
運
営
交
付
金
の
交
付
、
行
政

区
か
ら
の
要
望
書
の
受
付
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
紹
介（
敬
称
略
）

各
地
区
代
表
行
政
連
絡
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
富
浦
地
区
】

磯
辺
哲
雄（
深
名
）／
大
山
龍
一（
多
田
良
）

／
岡
﨑　

靖（
原
岡
）

【
富
山
地
区
】

青
木
榮
喜（
高
崎
）／
川
名
昭
夫（
山
田
）／

能
重
文
夫（
合
戸
）

【
三
芳
地
区
】

藤
井
照
男（
本
織
）／
青
木
文
男（
上
滝
田
）

／
齊
藤
正
通（
中
）

【
白
浜
地
区
】

宇
山
久
男（
小
戸
）／
里
見
照
行（
塩
浦
）／

栗
原　

猛（
下
沢
）

【
千
倉
地
区
】

加
藤
喜
代
志（
大
貫
）／
武
内　

章（
南
千

倉
）／
鈴
木
竹
男（
川
口
）／
佐
久
間
昭
一

（
白
子
）／
栗
原
重
雄（
千
田
）

【
丸
山
地
区
】

田
中
光
則（
仲
原
）／
青
木
幸
正（
沓
見
）／

岡
崎
好
夫（
前
田
）

【
和
田
地
区
】

鈴
木
喜
行（
花
園
）／
田
村
健
一（
上
）／
加

藤　

優（
松
田
）

　

 

市
民
課　

☎
33
―
１
０
０
５

会　長
加藤　喜代志
千倉地区（大貫）

副会長
青木　榮喜
富山地区（高崎）
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今月の掲示板

　二重納付防止のため、今年度より全期用の納付書
を送付していません。各期別（１期～４期）の納付書
をご利用ください。
　１年分をまとめて納める場合は、お手数ですが各
期別４枚の納付書をまとめて納付書記載の金融機関
窓口などにお持ちになり納付してください。
　第１期の納期限は７月１日（月）となっていますの
で、期限内の納付をお願いします。

　総務省統計局と千葉県では、毎月、労働力調査を
実施しています。
　この調査は、国の経済政策や雇用対策などの基礎
資料を得ることを目的とした重要な調査で、総務省
が毎月公表している『完全失業率』は、この調査をも
とに発表されています。
　対象となった世帯には、調査員がお伺いしますの
で、調査への回答をお願いします。
調査対象／富浦町多田良地区の一部の世帯
調査期間／７月から11月まで（準備調査１か月、本調
査４か月）
※ 調査員は、千葉県知事発行の調査員証を携帯して
いますので、ご確認ください。
　千葉県総合企画部統計課

　☎０４３－２２３－２２２０

と　き／６月30日（日）　ところ／地区内海岸線
※ 地区によっては他の日に実施する場合があります。 
各地区役員にご確認ください。

　白浜地域センター　☎３８－３１１１

有料広告

　館山市・鴨川市・南房総市・鋸南町とハローワー
ク館山、ＮＰＯ法人おせっ会が連携して開催する、
南房総地域への移住を検討している人などＵＪＩ
ターン希望者を対象とした、合同企業説明会「南房総
のお仕事さがしin東京」の参加企業を募集します。
と　き／９月28日（土） 13：30～17：00
ところ／ＪＯＩＮ移住・交流情報ガーデン（東京都中
央区京橋１丁目１－６越前屋ビル ）
募集企業／10社程度
内　容／各企業ブースでの個別面談・個別面接など
申込方法／ハローワーク館山　求人係にて申込受付
受付期間／６月24日（月）～７月５日（金）
注意事項
・ 当イベントの参加にあたっては、ハローワーク館山
へ求人票の提出が必要です。
・ 提出済みの企業については、当イベント用の求人
「資格・経験不問」「年齢不問」などご検討ください。
・個別に企業紹介資料を用意していただく予定です。
・ 申込多数の場合は、業種・地域性などを考慮して
抽選とさせていただきます。
　 　ハローワーク館山　求人係

　　　〒２９４－００４７　館山市八幡815－2
　　　☎２２－２２３６　  ２２－２２４１

　10月１日から引上げを予定している消費税ですが、
税率アップへの緩和策として住民税非課税者や子育
て世帯などを対象にプレミアム付商品券の販売が予
定されています。
　つきましては、プレミアム付商品券の取扱店を募
集しますので、希望される商店は申込みをお願いし
ます。
申込期間／６月28日（金）まで
申込先／朝夷商工会　☎４４－１３３１
　　　　内房商工会　☎３３－２２５７
　商工課　☎３３－１０９２

　  南房総のお仕事さがしin東京への参加企
業を募集します　

　  市県民税（普通徴収）の納付書を変更し
ます

　  労働力調査への回答をお願いします

　  白浜地区夏季海岸清掃

　  プレミアム付商品券の取扱店を募集し
ます
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応募資格／年齢20歳以上（平成30年４月時点）で、基
礎研修講座第ⅠからⅣの各課程を原則全出席と宿泊
研修に出席できる人
研修期間／令和元年９月から令和２年２月
受講料／有料
申込締切／７月31日（水）当日消印有効

　 　 （福）千葉いのちの電話事務局
　　　　（平日9：00～17：00）
　　　  ☎０４３－２２２－４４１６

　消火栓や防火水槽は「消防水利」と言い、消火活
動に欠かすことのできない設備で、火災発生時は消
火に必要な水を消防隊に供給するものです。消火栓
や防火水槽は道路脇や道路上などに設置されてお
り、その位置を示すため、標識を掲げているもの、
路上や蓋にマーキングをしているものなどがありま
す。
　火災発生時に消火栓や防火水槽付近への違法な
駐車車両が障害となり、消火活動を妨げるケースが
あります。これらの消火栓や防火水槽の周辺は、道
路交通法で駐車が禁止されています。違法な駐車
は、一刻を争う消防活動の障害となりますので、み
なさんのご理解とご協力をお願いします。
　消防防災課　☎３３－１０５２

　市では、20人以上の企業や団体を対象に、マイナ
ンバーカードの出張申請を実施しています。 
　マイナンバーカードは、今後、保険証としての利
用も計画されています。 
　運転免許証と保険証で本人確認ができる場合は、
市役所の窓口に一切来庁せず、申請から受け取りま
でが可能です。ぜひご利用くだい。

　 　市民課　☎３３－１０５１
富山国保病院マイナンバーカード特別キャンペーン
　５月28日(火)富山国保病院を会場にマイナンバー
カード特別キャンペーンを実施しました。
　病院での出張申請は、全国的にも例のない先進的
な取組であり、内閣府から２人が視察に訪れました。 
　申請者からは、「カードを作りたいと思っていたとこ
ろ、国保病院でキャンペーンがあると聞いて、本当
に良かったです。」「申請からカードの受け取りまで、
近くで助かります。」など、喜びの声が聞かれました。 

　建築士会では、毎年７月１日を「建築士の日」と定
め、全国で奉仕活動を行っています。
　今年は、建築無料相談会をつぎのとおり開催しま
すので、住まいに関する疑問や悩みを相談したい人
は、ぜひご来場ください。
と　き／６月30日（日） 13：00～16：00
ところ／館山コミュニティセンター（中央公民館）
　（一社）千葉県建築士会安房支部　

　　☎４６－３９５３

　住まいの耐震性、新築やリフォームなど住宅全般
の問題を、建築士に無料で相談できます。相談会は
事前予約制です。申し込み受付期間は、開催日の２
日前までですが、予約がない場合は中止となります。
と　き／７月４日（木） 13：00～16：00
ところ／丸山公民館

　 　建設課　☎３３－１１０１

　５月下旬に農業者年金基金から「現況届」が郵送さ
れます。必要事項を記入し、６月28日（金）までに農
業委員会事務局、朝夷行政センターまたは各地域
センターへ提出してください。
　「現況届」が提出されない場合は、年金の支給が一
時停止されますのでご注意ください。
　また、受給者が死亡しているのに現況届が郵送さ
れた場合は、農業委員会事務局までご連絡ください。
　農業委員会事務局　

　　☎３３－１０８１

　  ６月末まで！農業者年金現況届の提出期
限が迫っています

　  第32期電話ボランティア相談員募集　  消防水利付近は駐車禁止です

　  マイナンバーカード出張申請

　  「建築士の日」建築無料相談会

　  住まいの無料相談【要予約】

多くの申請者で賑わう会場
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　戦国時代に、房総半島南部の安房や上総を治めたのは里見氏です。南房総市には、史
し せ き さ と み し

跡里見氏城
しろあと

跡
岡
おかもとじょう

本城跡
あと

（富浦地区）をはじめとして多くの里見氏ゆかりの史料や資料が残されています。しかし、里見氏
といえば『南総里見八犬伝』のイメージが強いのではないでしょうか。現在の研究成果から里見氏の実像を不
定期ではありますが、お伝えします。
　そこで今回は里見氏のルーツについてみていきたいと思います。

　里見氏は、最初から安房を拠点としていたわけではなく、元々は上
こうずけのくに

野国（群馬県）の出身です。群馬県
高
たかさきし

崎市榛
はるな

名地
ち く

区には「里見」という地名があります。鎌倉時代初めに、この地域にいた新
に っ た し

田氏の一族から
里見という名字を名乗る者が現れました。里見氏の一族は利根川沿いに広がり、さらに全国へ広がってい
きました。その中で戦国時代初めに安房国に現れたのが、房総里見氏の始まりである里

さとみよしざね

見義実です。

　里見氏が安房へ来た経緯については以下の２つの説が
有力です。
①関東里見氏出身説
　… 義実が、上野国里

さとみごう

見郷の出身であり、関東における
度重なる戦乱のなかで没落し、三浦半島を経由して
安房白浜に上陸したという説。

②美
みののくに

濃国出身説
　… 義実が、美濃（岐阜県）里見氏であり、美濃に保護
されていた関東足

あしかがし

利氏の一族の配下として安房に来たという説。
　長らく①説が通説とされてきましたが、近年では②説で説明されることが多いようです。
　里見氏についてはさまざまな説がありますが、ルーツを含めてまだまだ分からないことが多いです。
　これからの研究の成果を待ちたいと思います。

里見氏をもっと知ろう！

～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎46－2963
○34

シリーズ

～房総里見氏の出自について～

～どうして安房に来たのか～

義実が安房に上陸した際に拠点にしたと
いわれる白浜城


